
令和５年度建築鉄骨製作日誌

徳島県立中央テクノスクール

金属技術科訓練生

令和５年９月
鉄骨加工開始

令和６年１月１６日
鉄骨架設

1令和６年２月２７日
工事完了

令和５年５月
基本構想開始

令和５年９月
実施設計開始



建築図面の製図（CAD製図）

令和５年
９月１１日（月）

JW－CADを使って、
渡り廊下の建築
鉄骨図面を作成し
ました。
柱の高さや梁の
長さ、部材の形状
等を決めました。

2

う～ん！
難しいなあ！



渡り廊下鉄骨図面（ＪＷ－ＣＡＤ、梁伏図）
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渡り廊下鉄骨図面（ＪＷ－ＣＡＤ、詳細図）
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墨出し・測量（レベル）

令和５年
１０月４日（水）

朝から墨出しと
測量を行いました。
柱を立てる位置や
梁の通る位置を
墨出しました。
基礎の高さを測量し、
柱の高さ等を決めま
した。

5

ええーと、
あと、２ミリ
東ですね。



梁の穴あけ（ホールエース）

令和５年
１０月１１日（水）

梁の部材である
H形鋼に穴あけ
をしました。
穴あけ位置の
誤差がないように、
寸法を慎重に確認
しました。

6

合ってますか？

定規を正面から
見て合わせるん
だよね！



柱仕口部の開先加工（ディスクグラインダー）

令和５年
１０月１３日（金）

柱と梁の接合部
（サイコロ）の
開先加工をしま
した。
指定の開先角度に
なるよう集中して
研削を行いました。

7

安全に削れる様に
固定方法を工夫
して行ってます



スカラップの切断（ガス切断器）

令和５年
１０月２０日（金）

柱と梁の継ぎ目に
設けるスカラップ
（円弧上の切り込み）
を切断しました。
切断部の仕上げが
極力少なくすむよう
にケガキ線の上を
切断しました。

8

切りすぎない
様に、
残しすぎない
様に、
大胆かつ慎重
に！



仕口部の製作１（半自動溶接）

令和５年
１１月１３日（月）

柱と梁の仕口部の
製作を行いました。
まず裏当金を取付
ました。ジグを用いて
所定の寸法になるよう
に取り付けました。

9

マグネットで固定して
仮付けしている
ところです。



仕口部の製作２（半自動溶接）

令和５年
１１月１５日（水）

柱と梁の仕口部を
製作しました。
自在式の万力やマグ
ネット等で固定して、
正確な寸法になるよう
にして溶接しました。

10

万力等で固定して
仮付けしている
ところです。



仕口部の製作３（半自動溶接）

令和５年
１１月２１日（火）

柱と梁の仕口部の製作
を行いました。
ものづくり部員５名が
阿南光高校の溶接実
習室で製作しました。
５名で交代しながら、実
際に建つ建物の一部の
部材を溶接しました。
（阿南光高校生） 11

【阿南光高校生 in 阿南光高校】

建物の一部になる部材の
溶接。失敗は許されない。
緊張するな～。



仕口部の製作４（半自動溶接）

令和５年
１１月２８日（火）

先週に引き続き、ものづ
くり部員５名が阿南光高
校で溶接を行いました。
前回製作した仕口部に
ブラケットを取付け、本
溶接を行いました。
（阿南光高校生）
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【阿南光高校生 in 阿南光高校】

少しずつ形になって
きている。
こうやって、徐々に
大きな建物になって
いくんだな～。



仕口部の製作５（半自動溶接）

令和５年
１１月２４日（金）

柱と梁の仕口部の製作
を行いました。
ものづくり部員３名が
つるぎ高校の溶接実
習室で製作しました。
先に練習材で溶接を行
い、溶接条件等を確認
しました。
（つるぎ高校生） 13

【つるぎ高校生 in つるぎ高校】

大きな建物の大事な部材の
溶接。責任を感じます。
上手にできるといいな。



仕口部の製作６（半自動溶接）

令和５年
１２月１日（金）・４日（月）

柱と梁の仕口部の製作
を行いました。
定時制の生徒３名が、中
央テクノで実習を行いま
した。
１日目に練習を行い、
２日目に実際に建つ
部材の溶接を行いました。
（徳島科学技術高校生） 14

【徳島科学技術高校生 in 中央テクノ】
被覆アーク溶接は得意ですが、
半自動アークは経験が少ない
ので、練習をしてから。



仕口部の製作７（半自動溶接）

令和５年
１２月６日（水）

全日制の機械工作部の
３名が、定時生の生徒が
溶接した次の段階の部
材を溶接しました。
練習材で練習を行い、
その後、製品の溶接を
行いました。
（徳島科学技術高校生）
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【徳島科学技術高校生 in 徳島科学技術高校】

阿南光とつるぎの生徒に負けら
れない。集中して、良い仕上が
りになる様に頑張ろう。



梁・ブラケットの仮組

令和５年
１２月１３日（水）

仕口部に柱を取り付
ける前に床に原寸図
を描き、仕口部と梁を
仮組して、寸法の誤差
なく組めることを確認
しました。
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ベースプレートの取り付け（半自動溶接）

令和年５
１２月１８日（月）

柱の一番下になる
ベースプレートを
取り付けました。
柱の各面に仮付溶接
した後に本溶接を
行いました。

17

溶接は楽しいケド、
部材を回すのが、
大変なんだよね。



水勾配部材の取り付け（半自動溶接）

令和６年
１月９日（月）

屋根が水上と水下で
勾配がつくようにする
部材を取付ました。
タップ溶接（断続すみ
肉溶接）で、溶接箇所
を先にマーキングして
から溶接を行いました。

18

溶接記号の勉強が
こんな時に役に
立つんだね。



仕口部と柱の取り付け（半自動溶接）

令和６年
１月１０日（水）

仕口部と柱（コラム）を
半自動溶接で、
取り付けました。
クレーンで部材を
回転させて、
下向き溶接で行い
ました。
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鉄骨加工の最終工程。
健全な溶接部になる
ように。そして美しい
仕上がりに！



アンカーボルトの打設（ケミカルアンカー）

令和５年
１２月１３日（水）

アンカーボルトの
打設を行いました。
コンクリートドリルで
穴を開けて、薬剤
の瓶を入れて、
アンカ－ボルトを
打ち込みました。
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線の中心に！
地面に対して、
垂直に！



マンジュウモルタルの盛りつけ（レベル等）

令和６年
１月１０日（水）

ベースプレート
を載せる
マンジュウモルタル
を盛りつけました。
柱の高さが揃う
ように、モルタルの
高さをレベルで
見て調整しました。

21

ええ～と、
あと３ミリ
低くして～！



架設の開始・朝礼

令和６年１月１６日（火）

ついに架設（建て方）の
日です。
今年は、阿南光高校生と
徳島科学技術高校生との
合同訓練になりました。
朝礼時に注意事項や
役割分担等を確認して
から作業を始めました。

22

建物に鉄骨をあてない
様に、介添ロープを引
張って、向きを保持す
るように。



柱の据え付け（トラッククレーン）

令和６年
１月１６日（火）

トラッククレーンで
柱を吊り上げ、
アンカーボルトに
ベースプレートの
穴を合わせて、
柱を据え付け
ました。
柱が鉛直に立つ
ように柱にレベル
を取り付けて、
寝起きを見ました。 23

穴とアンカボルト
の位置合ってる？
下げてもらうよ！



梁の取り付け（トラッククレーン）

令和６年
１月１６日（火）

トラッククレーンで
梁を吊り上げ、
梁の穴とスプライ
スプレートの穴に
高力ボルトを通し
て、梁を取り付け
ました。

24

今年の接合箇所は、１２
カ所で、ボルト・ナットを
２４０組も使って取り付け
ます。大変忙しいです。



柱の寝起きの調整

（さげふり、

レバーブロック

令和６年１月１６日（火）

柱と梁を仮組みできた後に
柱が鉛直に立っているか、
さげふりで確認しました。
柱にワイヤーをかけて、
レバーブロックで引っ張り、
柱の寝起きを調整しました。25

ええと、５２、５１…。
はい、５０ミリ。
ちょうどです。



高力ボルトの締付（トルクレンチ、シャーレンチ）

寝起きの調整の後、
高力ボルトの締付を
行いました。
ボルトの一次締め、
マーキング、
本締めを行い、
架設を終えました。

令和６年
１月１６日（火）

26

中心の４本を先に
締めてから、
外側の４本を締める。



タイトフレームの取り付け

令和６年
１月１９日（金）

トタン屋根を取り
つける部材の
タイトフレーム
を取り付けました。
平板にタイトフレ
ームを取り付け、
その後梁の上に
現場溶接しました。

27

外側の溶接が
難しいなあ。
フレームの間に棒を
通して溶接しようか。



柱脚部鉄筋の結束

令和６年
１月２５日（木）

柱脚部の鉄筋を
溶接で取り付け
ました。
その後に、型枠を
組み立てて、
生コンクリートを
入れる準備を
しました。

28

鉄筋の溶接よりも
セパの溶接が難し
かったな～。



生コンクリート打設

令和６年
１月３０日（火）

柱脚部の型枠に
生コンクリートを
打設しました。
バイブレーター、
木ハンマ、コテ等
を用いて、生コン
が隙間なく入るよ
うしました。

29

バイブレーターも
かけすぎに注意。
木ハンマで桟木を
叩いてくれるで。



塗装作業（下塗、中塗、上塗）

令和６年
２月７日（水）～
２月１４日（水）

塗装作業を行い
ました。
下塗、中塗、上塗
を５日間かけて
実施しました。
色ムラがでないよ
うに丁寧に仕上げ
ました。

30

窓の部分は、ビニル
シートで養生して
おこう。



ルーフデッキの取り付け

令和６年
２月２０日（火）

トタン屋根（ルーフ
デッキ）を取り付け
ました。
専用工具を使って、
取付施工を行い
ました。
位置がずれないよう
に治具を手作りして、
合せました。

31

屋根の上では、
ハンマも
打ちにくいなあ。



雨樋の取り付け

令和６年２月
２６日（月）・２７（火）

雨樋の取付施工を
行いました。
取付金具で水勾配
を１/３００に調整し、
角樋を取り付けました。
水下に縦樋を付けて
水の落とし口を
作りました。

32

縦樋の位置は、
この位置で
いいですよね？



令和５年度工事分完成

令和６年
２月２７日（火）

今年度工事分が
完成しました。
来年度以降も
後輩達に延長工
事を頑張ってもら
いたいです。

33
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